
3  キ ユ ウ リうどん こ病防除薬 剤の使用 方法 (国試環境部 )

1 1 )背 景 とオaら い | | |  十 ■         ―

キユウリうどんこ病は県内において多発し、特に県中龍部において大きな被害を与えてい

る、防除上の問題としては、以前に高い防除効果を示した楽沖!の中で効力低下の著しいもの

があり、沓j果の高い荘剤は少ないことがあげられる。これらの効力低下は耐招:菌の出現によ

ると考えられるが、本病原由は人工培番ができないため、耐性菌の統定が体1難であり耐性由

.の研究や対策tまおくれ,ている。一般的な耐1/1v繭対策の一つとして混合散布があり、本病に対

しても朝興をあげている事例がある。しかしながら農薬の多景散布、経費の増加等で問題点

が多い。したがつてこれらを改善するために被討 した結果、薬剤の和1合せ及び濃度について

知見が得られたので参考に供 tノたい0

1 2 )技 術 内容

1)う どんこ病の|"除は多発す及び多発生が予想される場合はモレスタン水和剤と他率舟|を

混合散布する。      ・        '             !

2)混 合散布の薬量は単剤17布の場合の半分景でよいoす なわちモレスタン水和剤の4,000

倍にミルカーブ液剤 4,000倍あるいはポリオキシンAL水 和挿12,60o倍を腺合 して■布す

る。

3)遭 応地球

県内金押

( 3 ) 指 導上 の留意 点

ユ)う どんこ病は7月下旬 (県繭部)～ 8月上中旬 (県北部)に 初発生し、初究後急激にま

ん延し防除が困難になるため、初期防除が重要である。

2)高 温時には葉裏に多く発生するため、業裏を注意 して観察するとともに、薬液がよくか

かるように散布する。

3)単 剤散布で十分防除できる場合は混合ヤ布をしなくてもよいが、同一業剤のj:'用をきけ

'る。

( 4 1  試験成績 の概要

1)試 験課題名 野 菜祐きの主要病害の生態と防除 (夏秋キユウリの療害防除)

2)試 験年次及び場所:・昭和53、54年度岩手県脚芸試駿場

3)試 F茸方法
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① デヤ堵条件

品 o前   と きわ北星

描  構   直 播 SR年 度 i6月 2日  54年 度 :6月 1日

施  肥   元 肥 (聯/]Oa)N:150、 助皓 :270、 中 :150

栽培距離  53年 度 支 柱崎 210御、支柱間隔 100て初、株間 50御

54年度 支 柱幅 2004沼、支相i肝隔 100効、村t脚60,〃

② 供 試型i剤と糸1峰・せ

口ど和53年度

a ポ リ十キシンA L tti剤 1,000倍

b モ レスタン水和丼|1   3,000倍

c ポ リオキシンAL乳 剤 1,000倍+ミ ルカーブ波剤 3,000伴

d モ レスタン水和ホ|13.000倍+ミ ルカープ液斉J3,000倍

昭和54年度

の オ fリオキシンAL水 和剤  1000倍

b ポ リオキシンAL水 神剤 2000倍

G  ミ ルカーブ液制     2,000倍         `

d ミ ルカープf夜剤     4000倍

e モ レスタン水和剤    2,000倍

f 千 レスタン水和剤    4,0岬 倍

層 ポ リオキシンAL水 和剤 2,000倍十ミルカーブ'夜剤 4.060倍

h ポ リオキシンAL水 千rl剤2.0()0倍+モ レスタン水千口斉|14.000倍

i  ミ ルカーブ液斉14.000倍+モ レスタン水和斉‖4000倍

③ 業 剤|夕布月日及び方法

‖々和53年度  初 発直後 (7月 26日)よ り7日 脚隔で 5問敬布

昭和54年度  多 発条件下で 8月 13日より5日間隔で 3回十ヤ布

4 試 験結果

昭和53年度

① 初 発時から散布を柳始 したため、いずね′の散布区も発所度がいく防除効果が認められ

たが、ポリオキシンAL乳 弟Jの効果は最も劣った、

② 混 合報布区は単剤散布区より効果が優れた。特にモレスタン7k和剤とミルカーブ蔵剤

の組合せが著 しい効果を示した。

昭和54年度

① 多 発条件下で散布 したため効異の劣る業剤では発病を十分に抑制できなかった。中で

もポリオキシンAL水 和斉Jが最も劣り、ついで ミルカーブ液剤が劣った古モレスタン水

和剤の効果が伊れ、4.000倍液でも高い効果を示したo      l
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② 混 合散布区ではモレスタン水和剤を含む組合せが優れ、モレスタン単剤散布よリタ1果

が認められた。単剤散布で効果の劣るポリオキシンAL本 和剤とミルカーブ液剤の組合

せは効果が著 しく劣った。

5)主 要成果の具体的データ

第 1表 昭 和53年度における防除効果

伊 試 薬 剤 と 濃 度 発府業率 (%) 発腐度

ポ リオキシンAL× 1 , 0 0 0

モ レスタン   X 3 . 0 0 0

ポ リオキ シンAL× 1 , 0 0 0 +ミルカーブX3 1 0 0 0

モ レスタンX3 . 0 0 0 +ミ ルカーブX3 o o 0

無   散    布

( 1 9 . 3

55.1

41.8

1 0 5

lr10 0
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1 4 . 3
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2 . 8
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*発
病度=

】 (稚度別発病菜数 X帯 度別指数)

程度別指数 1

調 査 葉 数 X 4

1業当たりの発病i師帝率
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第 2表  昭 和54年度における防除効異

X100

″
　
　
　
″

1～ 25%

26～卸%

51～75%

76 %以 上

供 試 薬 剤 と 濃 度 発病業率 (%) 家療度

ポリオキシンAL× 1,000

ポリオキシンALX2,000

ミ ル  カ  ー  ブ X2,000

ミ ル  カ ー  プ X4,000

モ レ ス タ ン X 2 , 0 0 0

モ レ ス タ ン X 4 , 0 0 0

ポ リオキシンALX 2 , 0 0 0 +ミ ルカーブX

ポ リオキシンALX 2 . 0 0 0 +モ レスタンX

ミ ル  カ ー  ブ X4 , 0 0 0 +モ レスタンX

無   散   布

4,000

4,000

4 , 0 0 0

69 5

80,5

67 5

71,0

1 1 , 5

23.5

72.5

1 0 . 5

6 . 0

890

37.2

52.6

31,8

45.2

2 , 9

6 . 5

42.5

2 7

■ 1

63.3

1 5 1  残され た問題点

tl)サ ンヨール等の他のうどんこ病薬剤との組合せ

(21各 駐うどんこ病薬剤の効力の地域的変動のはぁく

( 6 }参 考資料

tl)昭 和53、54年度岩手県圏芸試験場成績害
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